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福
岡
地
区
春
闘
共
闘
は
、
２
月
１７
日
（
金
）
２
０
２
３
年
春
闘
・
地
域
総
行
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
２３
春
闘
は
、
最
低
賃
金
の
意
見
書
採
択
、
公
契
約
条
例
推

進
運
動
、
公
務
員
の
賃
金
労
働
条
件
改
善
に
力
点
を
置
く
春
闘
方
針
に
沿
っ
て
展

開
し
て
い
ま
す
。

重
要
な
３
つ
の
重
点

要
求
と
は

春
闘
方
針
の
一
つ
で
あ

る
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
と
で
４１
年
ぶ
り

の
歴
史
的
な
物
価
高
騰
に

よ
り
、
国
民
生
活
が
苦
し

く
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て

福
岡
市
長
選
で
連
携

し
た
政
党
が
協
力
に

前
向
き

要
請
団
は
、
福
岡
市
議

会
の
全
会
派
に
最
低
賃
金

意
見
書
の
採
択
に
向
け
て

行
い
ま
し
た
。
懇
談
に
応

じ
た
市
議
は
、
福
岡
市
民

ク
ラ
ブ
（
立
憲
、
社
民
、

無
所
属
）
の
宮
浦
ひ
ろ
し

市
議
、
日
本
共
産
党
福
岡

市
議
団
の
中
山
い
く
み
市

議
、
倉
元
た
つ
お
市
議
、

緑
と
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
会
の
荒
木
龍
昇
市
議
、

森
あ
や
こ
市
議
で
し
た
。

特
に
今
年
は
昨
年
の
福
岡

市
長
選
挙
で
連
携
し
た
市

民
ク
ラ
ブ
が
、
最
低
賃
金

の
意
見
書
採
択
に
積
極
的

＜２３春闘・地域総行動＞

○�

消
費
税
各
界
連
イ
ン
ボ

イ
ス
廃
止
宣
伝
行
動

３
月
２７
日
（
月
）
１８
：

００
～
１８
：
４５

博
多
駅
博
多
口

○�

自
殺
予
防
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
女
性
が
苦
し
む
５

つ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」

３
月
２６
日
（
日
）
１３
：

３０
～
１６
：
３０

福
岡
県
弁
護
士
会
館

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

最低賃金の引き上げに向けて
意見書採択推進運動に全力

に
協
力
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
６
月
議
会
で
の
意
見

書
採
択
に
向
け
て
４
月
以

降
も
運
動
を
継
続
し
ま
す

が
、
採
択
に
向
け
て
、
協

力
市
議
を
増
や
す
重
要
な

福
岡
市
議
選
が
３
月
２６
日

（
日
）
告
示
、
４
月
９
日

投
開
票
で
行
わ
れ
ま
す
。

り
、
原
発
反
対
と
１２
年
前

の
福
島
第
一
原
発
事
故
の

惨
禍
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
決
意
を
訴

え
ま
し
た
。
後
半
は
、
天

神
一
周
デ
モ
を
行
い
、
プ

ラ
カ
ー
ド
や
の
ぼ
り
、
横

断
幕
を
持
ち
コ
ー
ル
を
唱

え
、
原
発
の
な
い
社
会
づ

く
り
を
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

原
発
ゼ
ロ
！！
の
社
会
を

原発ゼロ‼の声を警固公園から呼びかける原発ゼロ‼の声を警固公園から呼びかける

３
月
１１
日

１４
時
よ
り
警

固
公
園
に
て

原
発
ゼ
ロ
！！

３
・
１１
福
岡

集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
方

々
が
警
固
公

園
に
集
ま

な
ど
多
く
の
組
合
・
単
組

が
参
加
し
ま
し
た
。

多
く
の
帰
宅
さ
れ
る
方

々
へ
向
け
て
労
働
者
の
賃

上
げ
や
労
働
条
件
の
改
善

の
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

同
時
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
チ

ラ
シ
を
配
り
「
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
応
援
の

言
葉
も
い
た
だ
き
、
市
民

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
　
松
尾
）

賃
上
げ
・
労
働
条
件
の
改
善
を

博多駅筑紫口にて米地議長が訴える博多駅筑紫口にて米地議長が訴える

３
月
９
日

１８
時
よ
り
博

多
駅
筑
紫
口

に
て
全
国
統

一
行
動
が
行

わ
れ
、
県
労

連
、
地
区
労

連
、
地
区
国

公
、市
職
労
、

医
療
団
労
組

福
岡
県
の
青
年
労
働

支
援
に
つ
い
て
懇
談

最
低
賃
金
に
先
立
っ
て

午
前
中
は
日
本
共
産
党
福

岡
県
議
団
と
の
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。
懇
談
に
は
高

瀬
菜
穂
子
県
議
と
立
川
由

美
県
議
が
対
応
さ
れ
ま
し

お
り
、
国
民
生
活
の
改
善

に
と
っ
て
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
が
急
務
な
こ
と
か

ら
、
次
の
３
つ
の
項
目
を

重
点
に
要
求
し
ま
し
た
。

①
中
小
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
支
援
の
強
化
、
②

全
国
一
律
の
最
低
賃
金
制

度
、
③
時
給
１
５
０
０
円

引
き
上
げ

た
。
懇
談
で
は
、
九
州
北

部
豪
雨
に
よ
っ
て
鉄
路
寸

断
と
な
っ
た
日
田
彦
山
線

の
Ｂ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る
復
旧
な

ど
の
福
岡
県
の
地
域
公
共

交
通
の
問
題
や
、
青
年
労

働
者
の
職
場
ト
ラ
ブ
ル
の

相
談
が
多
い
こ
と
か
ら
、

就
職
前
の
高
校
生
に
労
働

基
準
法
な
ど
の
講
演
が
行

わ
れ
て
い
る
労
働
支
援
事

務
所
の
取
り
組
み
な
ど
の

問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１７
日
の
地
域
総
行
動

は
、
１８
時
か
ら
博
多
区
・

音
羽
公
園
で
「
２
０
２
３

年
春
闘
総
決
起
集
会
」
を

開
催
し
、
物
価
高
を
上
回

る
大
幅
賃
金
引
き
上
げ
の

実
現
を
め
ざ
し
て
闘
う
春

闘
勝
利
の
意
思
統
一
を
行

い
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
　
内
田
）

〈
原
発
ゼ
ロ
‼
３
・
１１
福
岡
集
会
〉

〈
全
国
統
一
行
動
〉

部内資料

福岡県議棟にて高瀬県議（右から２番目）、立川県議（右端）と意見交換
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守る会が「まちこわし大賞」を
高島市長に授与！

今
年
１
月
１４
日
（
土
）

福
岡
・
住
環
境
を
守
る
会

は（
以
下「
守
る
会
」）、高

島
宗
一
郎
市
長
に
「
第
１４

回
ま
ち
こ
わ
し
大
賞
」
を

授
与
し
ま
し
た
。
第
１４
回

の
ま
ち
こ
わ
し
大
賞
の
テ

ー
マ
は
「
福
岡
市
の
過
大

規
模
校
」
で
し
た
。
具
体

的
に
は
福
岡
市
の
過
大
規

模
校
は
、
小
中
学
校
の
ク

ラ
ス
数
が
３１
ク
ラ
ス
以
上

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

「
過
大
」
小
学
校
は
１
４

５
校
中
２０
校
、
中
学
校
は

７０
校
中
６
校
あ
り
ま
す
。

今
だ
け
金
だ
け
見
栄

え
だ
け

ま
ち
こ
わ
し
大
賞
を
発

表
し
て
い
る
「
守
る
会
」

で
事
務
局
長
を
さ
れ
て
い

ま
す
山
口
千
津
子
さ
ん
に

お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
山
口
事
務
局
長
は
、

「
天
神
ビ
ッ
ク
バ
ン
」
や

「
博
多
コ
ネ
ク
テ
ィ
ッ

大
賞
は
今
回
が
１４
回
目
で

す
が
、
第
１
回
目
は
２
０

０
８
年
で
す
。
守
る
会
の

山
口
さ
ん
は
昨
年
大
賞
を

出
せ
な
か
っ
た
と
言
い
ま

す
。
そ
の
理
由
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
す
。「
戦
争

岡
市
は
照
葉
地

区
以
外
に
も
過

大
規
模
校
は
た

く
さ
ん
あ
り
、

今
後
も
増
え
る

状
況
も
見
据
え

た
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
整
備
な
ど

の
暮
ら
し
の
観

点
や
都
市
計
画

に
つ
い
て
、
今

の
高
島
市
長
に

は
そ
の
視
点
が

な
い
こ
と
を
憂

え
て
い
ま
す
。

戦
争
以
上
の

ま
ち
こ
わ
し

は
な
い
…

ま
ち
こ
わ
し

選
挙
で
学
校
給
食
を
無
償
化
に

�

食
育
は
義
務
教
育
の
ひ
と
つ

ド
」
な
ど
を
指
摘
し
、「
今

だ
け
、
金
だ
け
、
見
栄
え

だ
け
」
と
高
島
市
長
に
暮

ら
し
の
視
点
が
な
い
弱
点

を
鋭
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
大
賞
を
審
査
す

る
過
程
で
ア
イ
ラ
ン
ド
シ

テ
ィ
内
の
小
学
校
の
増
設

に
着
目
し
ま
し
た
。
ア
イ

ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
に
は
超
高

層
ビ
ル
だ
け
で
な
く
戸
建

て
住
宅
や
超
高
層
マ
ン
シ

ョ
ン
が
相
次
い
で
建
て
ら

れ
た
こ
と
で
、
住
宅
が
一

気
に
増
加
し
ま
し
た
。
照

葉
小
学
校
が
過
大
規
模
校

と
な
っ
た
た
め
に
、
隣
接

地
に
２
０
１
９
年
に
開
校

し
た
照
葉
北
小
学
校
も
す

で
に
３６
ク
ラ
ス
の
過
大
規

模
校
と
な
り
、
さ
ら
に
新

た
な
分
譲
も
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
２
０
２
４

年
に
は
３
校
目
の
照
葉
は

ば
た
き
小
学
校
が
開
校
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
口
事
務
局
長
は
、
福

以
上
の
ま
ち
こ
わ
し
は
な

い
」
と
…
。
テ
レ
ビ
な
ど

の
映
像
に
は
こ
れ
で
も
か

と
い
う
爆
撃
で
ビ
ル
や
建

物
な
ど
の
暮
ら
し
が
破
壊

さ
れ
て
い
る
姿
に
正
視
で

き
な
い
ほ
ど
で
す
。

「
守
る
会
」
は
ま
ち
こ

わ
し
大
賞
だ
け
で
な
く

「
ま
ち
の
宝
賞
」
も
授
与

し
て
い
ま
す
。
２
０
２
１

年
の
「
多
賀
高
宮
の
文
化

村
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
運
動
」

を
第
１
回
と
し
て
２
０
２

０
年
の
第
７
回
「
大
牟
田

市
庁
舎
本
館
」
ま
で
７
回

「
宝
賞
」
を
授
与
さ
れ
て

い
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

福
岡
市
議
会
議
員
選
挙

で
大
き
な
争
点
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
「
学
校
給
食

の
無
償
化
」
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

福
岡
地
区
労
連
が
参
加

し
て
い
る
「
福
岡
市
か
ら

政
治
を
か
え
る
会
」（
以

下
か
え
る
会
）
は
、
福
岡

市
の
学
校
給
食
の
無
償
化

に
向
け
て
賛
成
議
員
を
増

や
す
た
め
の
宣
伝
行
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
収
入
が
落
ち
込
ん
だ

家
庭
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
国
や
自
治
体
に
対

し
て
子
育
て
に
関
す
る
支

援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
は
、
食
育
と

位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
義
務
教
育
は
無
償
で

あ
る
と
し
て
い
る
日
本
国

憲
法
に
基
づ
き
、
給
食
の

無
償
化
が
全
国
２
５
６
の

自
治
体
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。福

岡
市
で
は
中
学
生
１

人
に
年
間
５
５
，
０
０
０

円
（
小
学
生
４
６
，
０
０

０
円
）
か
か
っ
て
お
り
、

物
価
が
異
常
に
高
騰
す
る

な
か
で
福
岡
市
の
給
食
費

負
担
は
重
す
ぎ
ま
す
。

こ
の
市
民
の
声
の
広
が

り
に
、
昨
年
６
月
２２
日
に

福
岡
市
議
会
で
、
国
に
対

す
る
「
学
校
給
食
の
無
償

化
を
求
め
る
意
見
書
」
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
無
償

化
の
意
見
書
に
賛
成
し
た

の
は
市
民
ク
ラ
ブ
（
立
憲

・
社
民
・
無
）、
日
本
共

産
党
、
緑
と
ネ
ッ
ト
、
公

明
党
の
４
会
派
と
無
所
属

の
１
議
員
で
し
た
。ま
た
、

こ
の
意
見
書
に
反
対
し
た

の
は
、
自
民
党
、
令
和
会

（
維
新
・
無
）、
自
民
新

の
３
会
派
と
無
所
属
の
２

議
員
で
し
た
。

福
岡
市
の
学
校
給
食
を

無
償
に
す
る
に
は
、
４８
億

円
の
予
算
が
必
要
で
す
。

国
は
、「
敵
基
地
攻
撃
能

力
の
保
有
」
と
称
し
て
米

国
か
ら
ミ
サ
イ
ル
（
ト
マ

ホ
ー
ク
）
を
購
入
す
る
た

め
に
２
，
１
１
３
億
円
の

税
金
を
つ
ぎ
込
み
ま
す
。

物
価
高
と
上
が
ら
な
い
賃

金
の
な
か
、
ど
こ
に
税
金

を
投
入
す
る
べ
き
か
一
目

瞭
然
で
す
。

給
食
費
を
無
償
に
す
れ

ば
、
子
育
て
世
帯
の
可
処

分
所
得
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

か
え
る
会
の
ビ
ラ
で
は

無
償
化
に
賛
成
・
反
対
を

表
明
し
た
議
員
の
名
前
が

わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
福
岡
市
議
会
議
員

選
挙
で
は
、
無
償
化
に
賛

成
す
る
議
員
を
多
数
派
に

す
る
た
め
に
も
、
反
対
議

員
に
厳
し
い
審
判
を
下
し

ま
し
ょ
う
。

�

（
編
集
委
員
　
内
田
）

まちの宝賞の記録
� 福岡・住環境を守る会

受賞者 受賞内容

第１回 ２０１１年 多賀高宮の文化村ルネッサ
ンス運動

１００年前、大正時代の市民による市民のた
めの住宅地

第２回 ２０１２年 大名小学校 １００年前、明治期の洋風建築

第３回 ２０１３年 室見１丁目の住民 二つの川に挟まれた白魚の町。今も１０㍍以
上の建物は禁止

第４回 ２０１４年 八幡市民会館・八幡図書館 日本を代表する村野藤吾の作品

第５回 ２０１８年 九州大学博物館の収蔵品 世界的、日本的にも重要な標本も資料が収
蔵されている

第６回 ２０１９年 福岡市コミュニティ道路 道路に求められる視点を再認識。効率最優
先だけではなく。

第７回 ２０２０年 大牟田市庁舎本館 取り壊しの危機から住民運動で保存に方針転換
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